



Relationship between self-consciousness /
other-consciousness and makeup of female students
AMANO Satomi and SAITO Isamu
Abstract
　The purpose of  this  study was  to examine  the relationship between self-consciousness/other-consciousness of  today’s 






　化粧をすることには対人的な魅力づくりの意図がある。松井 ・ 山本 ・ 岩男（1983）の研究によると、化粧をすること
自体に満足を感じる女性、化粧をすることで他者に適切なイメージを与えようと思う女性、化粧をすることでまた社会
適応やこころの健康が得られると感じる女性ほど化粧度は高いと示されている。化粧行動には ２ つの効果を挙げること














山 ・ 鈴木 ・ 互（1990）は、化粧行動をするとどのような気分を感じるのか、それらの感じ方には年齢による違いがある
のかどうかを調べている。結果の分析から、「①積極性の上昇」「②リラクゼーション」「③気分の高揚（対他的）」「④気
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分の高揚（対自的）」「⑤安心」という ５ つの気分因子を抽出した。以上の因子のうち、① ・ ③は対人的効果、② ・ ④ ・
⑤は対自的効果とみることができる。つまり、化粧行動は外見的変化をもたらすだけでなく、化粧を施す者の感情状態
も変化させるのである。また、余語 ・ 浜 ・ 津田 ・ 鈴木 ・ 互（1990）は、主観的感情状態、とくに不安と覚醒の変化を調



















る快―不快 ・ 熱狂―憂鬱 ・ 自信―不安などの気分は、私的自己意識と関係しているとされている（Kwon,  199２）。化粧








































場面における化粧度を測定する項目は、それぞれ 1 から ５ までの ５ 件法を用いた。また自己意識を測定する項目では、
1 「全く当てはまらない」、２ 「当てはまらない」、3 「どちらでもない」、4 「当てはまる」、５ 「非常に当てはまる」
で示し、各生活場面における化粧頻度を測定する項目では、 1 「全くしない」、 ２ 「あまりしない」、 3 「たまにす













　自己意識から抽出された公的自己意識、私的自己意識の ２ つの下位尺度毎の平均値をもとにし、“M ±0.５×SD”で高
群と低群に群分けを行った。
３ ．公的自己意識の高群 ・低群による各生活場面と化粧行動の差の検討















































M SD M SD ｔ値
1.好きな人とデート 3.53 1.65 4.26 1.21 2.45 *
2.異性を含めた飲み会 3.40 1.62 4.24 1.20 2.92 **
3.同性のみの飲み会 3.44 1.61 4.18 1.26 2.51 *
4.同性の友人と遊ぶ時 3.44 1.61 4.10 1.29 2.22 *
5.異性の友人と遊ぶ時 3.47 1.65 4.11 1.31 2.15 *
6.一人で家にいる時 1.23 .57 1.19 .74 .29
7.学校へ行く時 3.05 1.60 3.74 1.41 2.35 *
8.バイトへ行く時
** 　＜.01　　* 　＜.05p p

























プまたは口紅の ５ つの化粧行動において化粧頻度が高かった。このことより、仮説 1 がおおよそ支持されたといえる。
さらに、アイライン、アイシャドウ、マスカラの 3 つの化粧行動において化粧頻度が高かった。そのことにより、仮説
２ も部分的に支持されたといえる。
M SD M SD ｔ値
1.好きな人とデート 2.77 1.74 3.63 1.59 2.62 *
2.異性を含めた飲み会 2.72 1.71 3.55 1.54 2.58 *
3.同性のみの飲み会 2.70 1.66 3.47 1.58 2.41 *
4.同性の友人と遊ぶ時 2.70 1.64 3.39 1.56 2.18 *
5.異性の友人と遊ぶ時 2.58 1.61 3.45 1.62 2.72 **
6.一人で家にいる時 1.19 .59 1.21 .81 .16
7.学校へ行く時 2.42 1.62 3.05 1.60 1.97
8.バイトへ行く時 2.53 1.67 3.03 1.56 1.56
女性 低群 高群
** 　＜.01　　* 　＜.05p p
M SD M SD ｔ値
1.好きな人とデート 3.37 1.70 4.19 1.38 2.62 *
2.異性を含めた飲み会 3.23 1.72 4.08 1.44 2.66 *
3.同性のみの飲み会 3.23 1.70 4.02 1.45 2.46 *
4.同性の友人と遊ぶ時 3.21 1.70 4.00 1.44 2.50 *
5.異性の友人と遊ぶ時 3.23 1.74 4.03 1.46 2.47 *
6.一人で家にいる時 1.05 .21 1.24 .88 1.68
7.学校へ行く時 2.91 1.77 3.71 1.49 2.44 *












　他者意識の同性に関する1５項目に対して、主因子法 ・ プロマックス回転をおこなった。その結果、 ２ 回目の因子分析
により 3 因子を抽出した。因子パターンと因子間相関と信頼性を表 6 に示す。
　第 1 因子は  7 項目で構成されており、そこで同性の友人の内面を意識している項目が多かったことから同性内面意識
因子と名付けた。次に第 ２ 因子は 4 項目で構成されており、同性の友人の外見を意識しているような内容の項目が多かっ







　次に他者意識の異性に関する1５項目に対して、主因子法 ・ プロマックス回転をおこなった。その結果 、２ 回目の因子
M SD M SD ｔ値
1.好きな人とデート 2.74 1.56 3.61 1.53 2.84 **
2.異性を含めた飲み会 2.58 1.52 3.55 1.53 3.19 **
3.同性のみの飲み会 2.56 1.48 3.52 1.51 3.22 **
4.同性の友人と遊ぶ時 2.60 1.51 3.48 1.45 3.01 **
5.異性の友人と遊ぶ時 2.51 1.52 3.42 1.56 2.96 **
6.一人で家にいる時 1.28 .73 1.13 .42 1.21
7.学校へ行く時 2.35 1.41 3.02 1.52 2.28 *
8.バイトへ行く時 2.23 1.54 2.69 1.54 1.51
女性 低群 高群
** 　＜.01　　* 　＜.05p p
同性内面意識 同性外見意識 同性連想意識 M SD α
04_友人の態度や表情を気をつけて見るようにしている .90 -.13 -.14
05_友人の考えを絶えず読み取ろうとしている .84 .06 -.15
08_友人の言動には絶えず注意を払っている .68 .12 -.17
15_友人の心の動きをいつも分析している .65 .22 -.14
09_友人のちょっとした気分の変化でも敏感に感じてしまう .61 -.17 .18
01_友人のちょっとした表情の変化でも見逃さない .58 -.33 .21
12_友人の気持ちを理解するうように常に心がけている .28 .18 .17
06_友人の服装や化粧などが気になる -.06 .79 -.14
13_友人の体型やスタイルなどに関心がある -.07 .70 -.11
10_表面的な友人の印象に心を奪われやすい -.10 .57 -.10
14_友人のことをよく空想する .00 .42 .28
03_友人のことにしばしば思いをめぐらす .00 -.01 .81
07_友人のことがいろいろと心に浮かぶ .04 .21 .68
02_友人の外見の変化（髪を切ったなど）に気をとられやすい -.17 -.22 .52
11_友人のことをあれこれと考えていることが多い .22 .36 .40
因子間相関 同性内面意識 同性外見意識 同性連想意識











分析により ２ 因子を抽出した。因子パターンと因子間相関と信頼性を表 7 に示す。
　第 1 因子は 7 項目で構成されており、異性の友人に対し内面を意識しているような内容の項目が多かったことから、
異性内面意識因子と名付けた。第 ２ 因子は  6 項目で構成されており、異性を連想させるような項目と異性の友人の外見






















異性内面意識 異性連想外見意識 M SD α
04_友人の態度や表情を気をつけて見るようにしている .98 -.26 -.07
05_友人の考えを絶えず読み取ろうとしている .86 -.08 .09
08_友人の言動には絶えず注意を払っている .80 -.11 -.09
15_友人の心の動きをいつも分析している .56 .42 -.33
09_友人のちょっとした気分の変化でも敏感に感じてしまう .55 .00 .20
12_友人の気持ちを理解するように常に心がけている .55 .06 .12
01_友人のちょっとした表情の変化でも見逃さない .42 -.13 .35
14_友人のことをよく空想する .02 .80 -.12
11_友人のことをあれこれと考えていることが多い .38 .58 -.09
10_表面的な友人の印象に心を奪われやすい -.28 .57 .08
13_友人の体型やスタイルなどに関心がある -.05 .52 .27
06_友人の服装や化粧などが気になる -.07 .48 .41
07_友人のことがいろいろと心に浮かぶ .30 .38 .31
02_友人の外見の変化（髪を切ったなど）に気をとられやすい -.13 .00 .78

































M SD M SD ｔ値
1.好きな人とデート 2.83 1.74 3.73 1.55 2.80 **
2.異性を含めた飲み会 2.74 1.72 3.69 1.45 3.08 **
3.同性のみの飲み会 2.70 1.71 3.62 1.46 2.97 **
4.同性の友人と遊ぶ時 2.68 1.68 3.54 1.45 2.81 **
5.異性の友人と遊ぶ時 2.60 1.69 3.60 1.49 3.20 **
6.一人で家にいる時 1.17 .64 1.23 .81 .43
7.学校へ行く時 2.51 1.64 3.08 1.59 1.80
8.バイトへ行く時 2.51 1.62 3.15 1.55 2.08 *
女性
低群 高群
** 　＜.01　　* 　＜.05p p
M SD M SD ｔ値
1.好きな人とデート 3.28 1.71 3.94 1.50 2.10 *
2.異性を含めた飲み会 3.23 1.72 3.90 1.46 2.18 *
3.同性のみの飲み会 3.19 1.73 3.90 1.45 2.30 *
4.同性の友人と遊ぶ時 3.21 1.74 3.87 1.47 2.10 *
5.異性の友人と遊ぶ時 3.21 1.74 3.88 1.48 2.15 *
6.一人で家にいる時 1.15 .63 1.37 1.05 1.27
7.学校へ行く時 2.89 1.64 3.29 1.58 1.28
8.バイトへ行く時 2.51 1.61 3.46 1.63 3.01 **
女性 低群 高群






　同性連想意識の高群 ・ 低群による各生活場面と化粧行動の差を検討するために t 検定をおこなった。しかし同性連想
意識は、高低群に分けてもどの項目においても有意な差が見られなかった。
６ ．異性内面意識の高群 ・低群による各生活場面と化粧行動の差の検討
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